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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

スマートな組織とは？

スマートな組織とは？

組織の構成員が課題を認識し共有するとともに、新たな価
値を生み出すために、デジタル技術によってひと、モノ、情
報がその内部および外部と相互につながった組織

スマートシンキングとは？

問題発見、問題共有、課題設定、課題解決のサイクルで得
られる知見を組織内で共有し、そのつながりを相互に深め
ることで、創発的で効果的な知の生産を行う思考プロセス
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

スマートシンキングって何？

• これは、個人ではなく、組織がスマートに（賢く、かっこよく）さまざま
な問題に取り組むための手法、およびツールです。

• スマートシンキングのゴールは、問題解決だけではなく、そのプロセ
スを通して、問題が起こらないしくみを構築します。

• つまり、組織として知恵を蓄積し、新たなしくみを作ることがゴールで
あり、さらにそのサイクルが繰り返されます。

• ポイントはつながる化です。異なる立場や視野を持った人がつなが
ること。そして過去、現在、未来がつながること。

• とはいえ、やってみないと分からない。ツール（１６チャート）およびメ
ソッド（EROTサイクル）を実際に体験してみましょう！

3



(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

問題解決プロセスのモデル化

問題発見

問題共有

課題設定

課題解決

いつ、誰が
やるのか

どうやって
いるのか

どうあって
欲しいのかどのすれば

できるか

AS-ISモデル

現状の仕事のやり方、業務
の進め方をそのまま記述し、
何が問題であるのか、そして
その原因となっている問題は
何かを相互に理解する。

TO-BEモデルCAN-BEモデル

CAN-DOモデル

あるべき姿、ありたい姿とし
て、理想ではなく、実際にこ
れから実現させる内容を、関
係者が理解し共通の目標と
なるよう具体的に示す。

あるべき姿を実現するため
のソリューション（解決策）
について具体的な手順を
明らかにし、そのための道
具とリソースを準備する。

実際に実現するために、人
の問題（イナーシャ、抵抗
勢力など）、お金の問題、
時間の問題、不確定要素
の問題などに対応する。
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

スマートシンキングによるアプローチ

System

Exploration 

System

Recognition

System

Orchestration

System 

Transformation
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

サイバー・フィジカル・システムを記述する

情報
情報

モノ

モノ

情報

フィジカル
（物理的）
な世界

デジタル化した情報は、
サイバー世界へ

デジタル化
してない情報

IoTでは
ないモノ

IoTであるモノ
はダイレクトに
サイバー世界へ

サーバー上で計算された
内容がフィジカルへ

ロジック
ロジック

データ

データ

データ

データ

ロジック

サイバー（デジタル）
な世界

トリガ
（自律アクション）

トリガ

サイバーな世界に現実の一部が存在する

役者

モノ

情報

データ

ロジック

イベント

活動

プロセス
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

CAN-BE と CAN-DOが重要な理由

•問題解決は現状とあるべき姿とのギャップを埋めることです。そこで
現状をAS-ISモデル、あるべき姿をTO-BEモデルとして描きます。

• あるべき姿は理想ではありません。そもそもTO-BEが実現可能でな
ければアクションにつながりません。

• したがって、できるかどうかの見極めが重要で、実現可能な技術や
方法はどのようなものかをCAN-BEモデルとして確認します。

•最後のCAN-DOでは、想定した期間で限られた予算と体制によって
それができるかを実際に割り当てます。実行計画です。

• TO-BEとCAN-BEは双方向で影響しあいます。改善型、進化型組織
では、CAN-DOとAS-ISは、ほぼ一体であるともいえます。
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

スマートシンキングのための１６チャート

困りごとチャート なぜなぜチャート いつどこチャート 目標計画チャート

組織連携チャート やりとりチャート 待ち合せチャート 状態遷移チャート

割り振りチャート データ構成チャート

レイアウトチャート ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄチャート

ロジックチャート プロセスチャート

見える化チャート モノコトチャート

1st-LANE

2nd-LANE

3rd-LANE

4th-LANE

問題発見と共有

業務分析と提案

システムの実装

システムの設計
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

スマートシンキングのための１６チャート

困りごとチャート なぜなぜチャート いつどこチャート 目標計画チャート

組織連携チャート やりとりチャート 待ち合せチャート 状態遷移チャート

割り振りチャート データ構成チャート

レイアウトチャート ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄチャート

ロジックチャート プロセスチャート

見える化チャート モノコトチャート

1st-LANE

2nd-LANE

3rd-LANE

4th-LANE

問題発見と共有

業務分析と提案

システムの実装

システムの設計

そもそも何が問題かというところからスタート、概念をことばに
して、それらを構造化し共有します。

業務の流れ、情報の流れをAS-IS、TO-BEの両面から明らか
にします。よりダイナミックな部分に着目します。

どうやって実現できるかを、デジタル化を前提として明らかにし
ます。システムの骨格となる構造をデザインします。

それぞれの企業において、業務担当者の目線からデジタルを
活用した姿をより具体的に描きます。
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

スマートシンキングのための１６チャート

困りごとチャート なぜなぜチャート いつどこチャート 目標計画チャート

1st-LANE 問題発見と共有

困りごとチャートでは、
現場の具体的な困りご
とをことばにしたカード
を出発点として、親和図
のように構造化していき
ます。現状をありのまま
に表現し、事実や課題
を含めて問題のベース
を明らかにします。

なぜなぜチャートでは、
明らかになった事実や
課題を、連関図のよう
にの因果関係をもとに
問題の構造化を行い
ます。原因のさらなる
原因を理解したうえで、
取り組むべき課題を明
らかにします。

いつどこチャートでは、
課題を解決するための
取り組みを構造化しま
す。それぞれの取り組
みの目標、ゴールを階
層的にとらえ、手段と
目的で構成される系統
図的にまとめます。

目標計画チャートでは、
さまざまな目標をス
テージに分け、時間の
進行にともなって目標
や課題、取り組みなど
を整理します。また各
ステージが達成したか
を見極めるための状態
も示します。
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

スマートシンキングのための１６チャート

組織連携チャート やりとりチャート 待ち合せチャート 状態遷移チャート

2nd-LANE 業務分析と提案

待ち合せチャートでは、現場の業
務フローを、時系列的にどの役者
からどの役者へモノや情報が移
動したか示すことで表現します。
先行関係があるアクションや待ち
合せなどを視覚的に把握します。

やりとりチャートでは、現場レベ
ルでの業務の流れを表現します。
実際の業務の担当者を役者とし
て定義し、具体的なモノや情報
に対する役者の活動によって、
現場でのやりとりを示します。

状態遷移チャートでは、 組織

や現場がおかれた状態を、識
別可能で意味のある形で定
義し、それらの遷移がどのよ
うなプロセスやきっかけで起こ
るかを明らかにします。

組織連携チャートでは、部門や組織の単位でのやりと
りを示します。取引先やその他のステークホルダーと
の関係をビジネスモデルとして示すこともできます。
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

スマートシンキングのための１６チャート

割り振りチャート データ構成チャートロジックチャート プロセスチャート

3rd-LANE システムの設計

ロジックチャートでは、
データを活用してデジタ
ルで行う機能について、
インプット、アウトプットと
なるデータと、それを実施
するきっかけとなるイベン
トによってまとめます。

プロセスチャートでは、
ロジックの内容や、情報
やモノの機能について
記述します。これらは、
業務の手順に相当する
内容について、その実
現方法を示します。

割り振りチャートでは、モ
ノ、情報、そしてロジック
がもつ特徴を具現化する
ための活動および手順を
対応づけ、さらにそこで利
用するモノ、情報、ロジッ
クを割り振ります。

データ構成チャートでは、 モノや情報がもつ項目が、データとしてどのように共通化され
構造化されるかを示します。情報システムにおけるデータスキーマやER図に対応します。
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

スマートシンキングのための１６チャート

レイアウトチャート ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄチャート 見える化チャート モノコトチャート

4th-LANE システムの実装

モノコトチャートでは、
設備や機械など、モ
ノでありながら機能を
有するものについて、
モノ項目のレベルま
で詳細化し、具体的
なプロセスや事象な
どの特徴を利用者の
立場から整理します。 

見える化チャートでは、
業務における情報の
活用について、それ
を構成する情報項目
のレベルまで詳細化
します。情報の意味
について、利用者お
よび提供者の立場か
ら整理します。

コンポーネントチャー
トでは、データやロ
ジックからなる一連
の機能をまとめ、外
部から調達可能なデ
ジタルソリューション
を表現します。サプラ
イチャーへの要件定
義書に相当します。

レイアウトチャートで
は、実際の企業や組
織における物理的な
建物やフロアを想定
し、役者やモノによる
リアルな業務と、コン
ポーネントやデータな
どのデジタルなしくみ
の配置を検討します。
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

スマラー2025（メイン画面）
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

スマラー2025（編集画面）
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

オントロジー（人類共通言語）で考える

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

エリア

データ

ロジック イベントプロセス

手順項目

役者 モノ

情報

活動

組織

状態目標課題

事実 取組

ステージ 指標
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

事実、課題、取組、目標

課題

観測された事実の意味を、なんらか
の立場や視点に基づき解釈し、課題
として示したもの。主体によって同じ
事実に対して課題は異なる場合があ
る。問題の原型となり、事実と要求の
２つの側面をもつ。

事実

客観的な立場で観測された事実などの
所与の情報であり、問題の起点となる
もの。基本的に記述した者の意図や主
観を含まない。ただし、主観的な意見を
述べたという事実は記述可能。

目標 意思決定主体が、想定された
課題を解決することでどのよう
な状況や成果がえられるかを、
関連するステークホルダに対
して、明示したもの。

取組
意思決定主体である組織が、
課題を解決するために行うべ
きことを、具体的な活動に落と
せる形で示したもの。定型的
な業務や、個別の対策など。
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

困りごとチャートの例
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

なぜなぜチャートの例
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

役者、活動、モノ、情報

役者

現場で業務を行う担当者。固有
名詞でもよいが、一般化、共通
化のために役割りをそのまま役
者名とするのが望ましい。

活動

役者が意図をもって行
う行為を示す。行為の
対象として、モノあるい
は情報が該当する。

モノ

目に見えて触ってみること
ができるものはすべてモノと
なります。能動的なモノは
機械と呼ぶ場合がある。

情報

対象物や状況を数値ある
いはことばを用い帳票や
画面として示したもの。能
動的な情報は画面と呼ぶ
場合がある。
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

やりとりチャートの例

①配置

②矢印
の設定

注）矢印の向きは、情報の
場合は情報の流れを示し、
モノの場合は、活動のきっ
かけ（トリガ）を作る側が矢
印の起点となる。
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

見える化チャートの例

※情報を構成する項目
が配置されている。

※情報の一部が別の情報
として入れ子となっている。

※情報を利用するユー
ザが示されている。

※項目の内容がどのようにして設
定されるかのプロセスが示されてい
る。

※情報に対する外部か
らの働きかけの「イベン
ト」が示されている。

※情報の一部として
操作対象となる要素
を「モノ」として示す
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

ロジック、プロセス、データ、イベント

プロセス

ロジックのより詳細な内容。
モノや情報に対してもそれ
らが機能をもっている場合
はそれらにも対応する。

ロジック

これまで役者がおこなって
いた業務などで、デジタル
技術によりその機能を置き
換えたもの。プロセスにより、
ロジック詳細が分かる。

データ
デジタル技術を用いて業
務を行うために、さまざま
な対象を機械が処理可能
な形に置き換えたもの。

イベント

活動やプロセスやロジッ
クの完了などのタイミング
で、他の活動やロジックな
どを起動する出来事。
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

ロジックチャートの例

※データに情報が設定されてい
る場合は、そのデータが情報とし
て利用されていることを示します。

※ロジックを構成するプロセスを
吹き出しの形で必要に応じて追
加してください。
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

データ構成チャートの例
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

デジタル化する仕事はひとの仕事

デジタルデジタル

デジタル化
技術

あなろぐ あなろぐ

現場

現場 現場

現場

デジタル技術
デジタル技術

デジタル技術

デジタル技術

現場 現場
PDCA

PDCA

PDCA

PDCA

PDCA

PDCA
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

スマートシンキングで進める工場変革

第１章 ものづくりのデジタル化

第２章 現場改善とＩＴカイゼン

第３章 カイゼンと変革の同時進行

第４章 組織が持つ知のデジタル化

第５章 問題発見と共有の道具

第６章 業務分析と提案の道具     

第７章 システムの設計の道具

第８章 システムの実装の道具

第９章 生産管理の取り組み例

第10章 在庫管理の取り組み例

第11章 設備管理の取り組み例

第12章 さあ、始めよう！

困りごとチャート／なぜなぜチャート／
いつどこチャート／目標計画チャート

組織連携チャート／やりとりチャート／
待ち合せチャート／状態遷移チャート

見える化チャート／モノコトチャート／
割り振りチャート／データ構成チャート

レイアウトチャート／コンポーネントチャート／
ロジックチャート／プロセスチャート

日刊工業新聞社

ボトムアップに進める
DXのための処方箋
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

スマラーで書いて、コンテキサーで作る！

コンテキサー（ノーコード）
で作る！

ソリューションの
知恵袋

スマラーで書く！

困りごとの
知恵袋

組織にディープデータが蓄積される
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

文字列

数値

日付

項目値

これだけは知っておきたいデータの基本

項目：値

項目：値

項目：値

レコード

レコード

テーブル

レコード

レコード

レコード

データセット

テーブル

テーブル

テーブル

10034  2010/11/17 AAA株式会社 ・・・

得意先 出荷先 納期受注番号 受注日 担当者 合計

10033  ・・・

10034  ・・・

10034  ・・・
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

伝える情報のかたまり

得意先名
＝ＢＢＢ工業

受注番号
＝１００３４

受注日＝11/17

情報 情報

受注票＝情報のかたまり

帳票、画面、・・・
なんらかのアクションにつながる単位

情報を作る人
＝営業担当

アクション：受注
内容を記録する

受け手がアク
ションを行う
（行える）

情報を受け取る人
＝資材計画担当
製造手配担当、・・・

アクション：生産す
る、購買する・・・
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

得意先

出荷先

納期

受注番号 受注日

担当者
承認 発行者

合計

品番 品目名

数量

単位

単価

金額

備考

型番

受注伝票の構造

レコード

データセット

テーブル

項目値

得意先 出荷先
納期

受注番号

合計品番
品目名 数量
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

レコード

データセット

テーブル

項目値

得意先 出荷先
納期

受注番号

合計品番
品目名 数量

アプリ定義の基本形

エンティティ

コンテキスト

コンテキスト 値

行

コンテキスト

見せ方

見せ方

見せ方

エンティティ

エンティティ

形式の定義中身（アプリ）の定義

行の限定（フィルタ）
ソート・グループ化
項目順序／非表示
条件による強調
行内での演算
・・・
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

シート（画面）とコマンドの定義

コンテキスト
：テーブル形式

コンテキスト：テーブル形式

コンテキスト
：フォーム形式シート ボタン

ボタン

アクション

アクション

・・・

コマンド

ボタン押下、シート切替
データ読込、行追加（確定）
起動後、終了前、・・

コマンドの起動方法（トリガ）
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(C) 2025. Industrial Value Chain Initiative

コンテキスト間のロジックの種類

対象
コンテキスト

参照先
コンテキスト

対象
コンテキスト

補助元
コンテキスト

対象
コンテキスト

対象
コンテキスト

対象
コンテキスト

転記元
コンテキスト

転記元
コンテキスト

転記元
コンテキスト

限定

補助

転記

マージ

集計

対象コンテキストを参照先コン
テキストの選択行で限定します。

対象コンテキストを補助元コン
テキストから追加、更新します。

転記元コンテキストから対象コ
ンテキストへ転記します。

転記元コンテキストから対象コ
ンテキストへマージします。

転記元コンテキストを集計し、
対象コンテキストへ転記します。

（条件）

（入力内容）

（条件、転記内容）

（条件、転記内容）

（条件、転記内容）

＋

「＋」は追加可能を示す
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コンテキサー（Contexer）とは

✓コンテキサーは、プログラミングの知識がなくても、本格的な業

務アプリを構築するためのアプリケーション開発ツールです。

✓CSV形式やRDB形式のデータや、クラウド上に保存された

データを利用して、独自の画面、独自のロジックをもちいたアプ

リが作成できます。

✓作成したアプリはCTP形式で保存され、データとは別に管理さ

れます。データおよびアプリをクラウド上に置くことで、複数で

データを共有できます。
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IVIメンバーが無償で利用できるDXツール

エンドユーザ 業務マネージャ 情シス担当者 システム開発者

実際にシステム
を操作する業務
担当者

業務内容や要求
を要件として定
義できる人

業務の要件をシ
ステム要件に変
換できる人

システム要件に
対応したシステ
ムを作る人

要求 機能 支援

ノーコード開発ツール（Contexer）

システム要件定義ツール（Smarer）
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【その１】スマラーから

困りごと
チャート

要素定義
例示テーブル

Excel

出力

コンテキサー
パネル

コンテキサー
業務アプリ

ノーコード
開発

やりとり
チャート

見える化
チャート
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【その２】 PSLX辞書から

クラウドDBやりとり
チャート

困りごと
チャート

見える化
チャート

PSLX

辞書

コンテキサー
パネル

コンテキサー
業務アプリ

ノーコード
開発

やりとりチャート

困りごとチャート

見える化チャート
PSLX

辞書
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ワンシートアプリよる業務ロジックの検証

現在在庫 在庫管理

在庫推移

在庫棚卸 棚卸帳票

在庫補正

作業指示書

実績入力 生産進捗

負荷山積

内示管理
販売管理

出荷管理 販売請求

日別展開

仕入手配
受入管理

検査作業

検査結果

設備監視
設備状態

設備作業

保全結果 設備稼働
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ワンシートアプリとは

• ワンシートアプリは、文字通り１つのシートで構成されるアプリです。
アプリ内でページ遷移がないため構成がシンプルであり、ひとつの
まとまった機能のみが提供されます。

• ワンシートアプリのシートは、１つ以上のパネルで構成されます。そ
れぞれのパネルが１つのコンテキストに対応します。それぞれのパ
ネルは、１つのデータ（エンティティ）に対応します。

• データをクラウドDBまたはCSVから読込み、結果をクラウドDBまた
はCSVに書き出します。パネル上では、フォーム形式、テーブル形
式、クロス集計形式で表示または編集します。

• あらかじめコマンドに設定されたアクションを順次実行することで、ロ
ジックが実行されます。コマンド起動は、ボタン以外にも、いくつかの
イベントが定義できます。
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ワンシートアプリの作り方（５分コース）

1. １つ以上のエンティティを選択してデータを取得

2. フィルタ条件を指定して固定、不要な項目は削除または非表示

3. コンテキスト間の関係（限定、補助、転記など）を設定

4. 必要に応じて入力フォームを設定し、項目などをレイアウト

5. 作成したアプリを保存して終了
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PSLXデータモデル

事業者

サイト

エリア

生産ライン

得意先

仕入先 カレンダ

ターム

生産品目
品目構成

シリーズ品目

品目部位

個別仕様

購買品目販売品目

在庫品目

設備

設備部位

センサ

治工具

設備構成 作業者

作業スキル

作業班

生産工程
生産手順

生産オーダ

生産指示

作業項目

作業結果

設備事象

設備対策

設備工程

設備手順

設備オーダ

設備指示
監視項目

監視結果

エネルギ

エネルギ能力

消費項目

消費結果

生産実績
稼働実績

利用実績

作業実績

生産計画能力計画

販売計画

需給計画

生産能力

ラフ能力

在庫指示

手配依頼

在庫棚卸

在庫移動

期首在庫 論理在庫

受注伝票

受注明細

出荷

受給
仕入明細

仕入伝票

入荷

支給

受注内示

仕入内示

販売見積

購買見積

販売請求

購買請求
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保全基準管理の見える化チャートと業務アプリ

出所：スマートシンキングで進める工場変革
（日刊工業新聞社）

スマラーで書く！

コンテキサーで作る！
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設備監視管理の見える化チャートと業務アプリ

出所：スマートシンキングで進める工場変革
（日刊工業新聞社）

スマラーで書く！

コンテキサーで作る！
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稼動予定管理の見える化チャートと業務アプリ

出所：スマートシンキングで進める工場変革
（日刊工業新聞社）

スマラーで書く！

コンテキサーで作る！
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システム構築の対象企業

•会社名：法政電機工業（架空の会社です）

•従業員：１５０名（パート含む）

•売上高：３０億円／年

•製品：特殊仕様制御装置（６割）、冷凍装置向けの搬送機械（４割）

•工場：本社工場、サテライト工場

•特徴：
• 金型や製造装置はほぼ内製により高い生産性を維持

• 制御装置（量産）の顧客は３社で９０％、内示あり、短納期（３日）

• 搬送機器（個別受注）のロットは１０個から５０個（納期は２か月程度）

• 個別受注品のリピート率は５０％

• 海外比率（輸出）２０％
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本社工場（１階）

第３工場

基板実装ライン

リフト

第１工場

販売部

総務部

資材部

機械加工

板金／プレス加工

放電

MC

MC

NC

NC

汎用旋盤
／フライス

ボール盤
／研磨盤

塗装
ブース

溶接エリア
中間
資材

社員駐車場

PB

タレパン
中間
資材

切断
バリ
取機 PB PB PB

溶接
機

溶接
機 溶接ロ

ボット

自動塗装
ライン

リフト

エア
ゲート

マウンタ マウンタ ロボ

自動
倉庫マウンタ マウンタ ロボ

手組
ライン

手組ライン
（異形） 検査

ライ
ン検査

装置

製品
組立
ライン

製品
組立
ライン

出荷
検査

事務所棟

第２工場
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本社工場（２階） ＋ サテライト工場

サテライト工場

成
形
機

成
形
機

成
形
機

成形機
（縦型）

ロ
ボ

ロ
ボ

乾
燥
器

段取り／後加工
資材
金型

完成品
置き場

射出成型

設計部

生産
技術部

食堂

搬送ライン

事務所・資材
CAD・検査・食堂

リフト

サテライト工場：４０名

本社工場より車で１５分

リフト

第３工場事務所棟

完成品倉庫

資材
倉庫

合計：１５０名
（パート含む）

完成品
（基板）
倉庫

資材（電子部
品）倉庫

検査
装置

検査
装置

品質管理

管理部門： ２０名

本社工場： ９０名
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デモンストレーション
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一般社団法人インダストリアル・バリューチェーン・イニシアティブ

２０２５年４月１０日

インダストリアル・バリューチェーン・イニシアティブ

CTNS／CIOF講座

IVIスタートアップセミナー2025

第２部
カーボンニュートラルスペシャル

２０分
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ＣＮのための４種類のサービスカテゴリ

排出原単位
提供サービス

ＣＦＰ仲介
認証サービス

ＣＦＰ算出
支援サービス

トレサビ探索
サービス

メーカー
顧客

エネルギー

素材

サプライ
ヤー

中小企業
物流

廃棄

外部機関

外部機関

外部機関

外部機関

CO2排出量計算の基

本となる排出原単位を
統計的な手法をもちい
て算出し提供します。

CFPを企業間で仲介す

るとともに、その値が正
しく計算されたことを第
三者として認証します。

中小製造業でも積み
上げ型のCFP算出を

可能とするしくみを提
供し支援します。

消費者やメーカーがCFP

の根拠データを知りたい
ときに、提供者の不利益
がない形で開示します。
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ＣＮのための４種類のサービスカテゴリ

排出原単位
提供サービス

ＣＦＰ仲介
認証サービス

ＣＦＰ算出
支援サービス

トレサビ探索
サービス

メーカー
顧客

エネルギー

素材

サプライ
ヤー

中小企業
物流

廃棄

外部機関

外部機関

外部機関

外部機関

CO2排出量計算の基

本となる排出原単位を
統計的な手法をもちい
て算出し提供します。

CFPを企業間で仲介す

るとともに、その値が正
しく計算されたことを第
三者として認証します。

中小製造業でも積み
上げ型のCFP算出を

可能とするしくみを提
供し支援します。

消費者やメーカーがCFP

の根拠データを知りたい
ときに、提供者の不利益
がない形で開示します。
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どうやってCFPの内容を認証するのか？

入荷 出荷

設備稼働

資材消費

CTNサービス

①出荷

②入荷

⑤出荷

⑥入荷

③資材消費 ④設備稼働
CO2

CO2

CO2

CO2
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CTNサーバとCIOFの関係

CTN

サーバ

CIOF

連携
サーバ

CIOF

連携マ
ネージャ

CIOF

連携マ
ネージャ

業務
アプリ

業務
アプリ

HCT

HCT HCT

CTN

アプリ

契約担当者

業務担当者

IoT機器 CO2データ

CTN

アプリ

設備稼働データ
資材所要データ

CO2データ
出荷データ

CO2

エビデンス

事業者A

事業者B

連携ターミナル

連携
ターミナル
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CO2排出量の共有と削減

データを収集する

まるごとIoTアプリ

まるごとIoTキット

CFPを算出する

CFPを共有する

CTN管理アプリ

CTNSクライアント

連携マネージャ

連携ターミナル

まるごとCNアプリ
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CFPで２００事業所をつなぐ

メーカ側（CFPを受け取る側）

• IVI事務局に申し込み（メールアドレス、事業者名）

• CTNサーバに取引品目を登録

•取引先から入荷したロットを指定して内容を確認

サプライヤー側（CFPを作成する側）

• CTN管理アプリをインストール

•設備稼働と資材消費データをCTNサーバに送信（都度）

• CTN管理アプリで出荷処理し取引先に通知

※あるいは社内システム
から送信（APIあり）
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まるごとIoTキットの構成

電流
センサ

加速度
センサ

On/Off

センサ

TWELITE

親機

ラズベ
リーパイ

ICカード
リーダ

ICカード

✓ 電流が測れる
✓ ショット回数が測れる
✓ 開閉が記録できる
✓ ICカードが計測できる
✓ 向きを計測できる
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まるごとIoTキットの概要

IVI-IoTキット
Raspberry Pi

HCT

CT用
基板

親機
USB

無線
センサ加速度の検出に加え、

傾きの検出、衝撃の検出
なども可能です。

IEEE

802.15.4

マグネットを用い
て扉などの開閉
が検知できます。

電流
センサ

有線

クランプ式電流計
を用いて、工事な
しに設備の電流
が計測できます。

ICカード
リーダ有線

USB

FeliCa

カード

出退勤や現品票に対
応してカードと読み取
り時刻を記録します。

CSV

SSH接続で
CSVを取得できます。

CIOF

連携サーバ
WiFi /

   有線LAN

社内／社外へ契約に基
づきデータを送信します。

クラウド
DB

WiFi / 有線LAN

社内の場合はリアル
タイムでデータを共
有します。

加速度センサ
On/Offセンサ

ブザー

TWELITE

無線

カードがタッチしたことを
ブザーで知らせます。

GPIO
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日刊工業新聞２０２５年３月１２日（８面）
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CTN管理サーバの画面

CTNサービス画面（取引品目はメン
バー間で共有され参照可能です。）

取引ロットの照会画面（入荷した取引
ロットはその内訳を参照可能です。）
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CTN管理アプリの画面（クライアント側）

※エネルギ計測点および
エネルギ構成を追加します。

※生産ロットに対して資材消費を定義します。

※生産ロットに対して設備稼働を定義します。
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データ取引契約の内容

CTN

サーバ
HCT

業務
アプリ

HCT

事業者A

CO2排出量
管理センターCTNデータ取引契約

契約セット１
契約セット２

契約セット３

契約セット４

契約セット５

1-1. エネルギ計測点の登録、編集、削除（PUSH）
1-2. エネルギ計測点の照会（PULL）
1-3. 設備の登録、編集、削除（PUSH）
1-4. 設備の照会（PULL）
1-5. エネルギ構成の登録、編集、削除（PUSH）
1-6.  エネルギ構成の照会（PULL）

2-1. 生産品目の登録、編集、削除（PUSH）
2-2. 生産品目の照会（PULL）
2-3. 品目構成の登録、編集、削除（PUSH）
2-4. 品目構成の照会（PULL）
2-5. タームの登録、編集、削除（PUSH）
2-6. タームの照会（PULL）

3-1. 取引ロットの出荷（PUSH）
3-2. 取引ロットの入荷（PUSH）
3-3. 取引ロットの照会（PULL）
3-4. 取引ロット履歴の照会（PULL）

4-1. 生産ロットの登録および更新（PUSH）
4-2. 生産ロットに関する資材消費の登録（PUSH）
4-3. 生産ロットに関する設備稼働の登録（PUSH）
4-4. 生産ロットの照会（PULL）
4-5. 資材消費履歴の照会（PULL）
4-6. 設備稼働履歴の照会（PULL）

5-1. 設備実績の登録と修正（PUSH）
5-2. 設備実績の照会（PULL）
5-3. 取引エネルギの登録と修正（PUSH）
5-4. 取引エネルギの照会（PULL）
5-5. 取引エネルギ消費の登録（PUSH）
5-6. 取引エネルギ消費の照会（PULL）
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デモンストレーション
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ご清聴ありがとうございました。
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